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　新年度を迎え，同窓会会員の皆さまには
益々ご健勝にてご活躍のこととお慶び申し上
げます。
　さて，今年の桜はやや遅れて開花し，4月
11 日に大学の入学式が挙行された日には鎌
北湖や宮沢湖の桜が見事に咲き揃った。入学
式では丸木清浩理事長より「医学や医療技術
を学ぶだけではなく，患者さんの幸せを守る
ことが医師としての最大の責任であるという
ことを心から理解できる人格を磨かなければ
ならない」という祝辞があり，新入生のみな
らず，教職員も襟を正す思いをした。
　埼玉医大の受験者数は毎年増加しており，
今年は応募者数が約 2700 名に達し，実質倍
率はなんと 25 倍を越えた。最近の国家試験
の合格率の向上によって大学の信頼度が高ま
り，それが受験者数の増加に繋がっているよ
うである。今年はこの入学試験の難関を突破
して同窓生のご子弟が 4名入学された。同
窓会として心よりお祝いを申し上げたい。
　今年の国家試験の合格率は，現役の合格率
が 95.6％（90 名中 86 名が合格），既卒者の
合格率が 41.7％（12 名中 5名が合格）であ
り，全体の合格率は 89.2％であった。全国
平均は 89.1％であるので，僅かではあるが
それを上回ったことになる。最近 3年間は
国家試験の良好な成績が続いているが，山内
俊雄学長，別所正美副学長を始めとする教育
スタッフの学生に対する熱心なご指導に対し
ても心より感謝を申し上げる。
　同窓会としても稲葉宗通副会長が中心とな
り，主に既卒者対策として同窓会における国
試対策委員会を毎月開催している。この委員
会では学長先生を囲んで貴重な意見交換が行
われている。その他，同窓会における様々な

国試対策の活動に対しては毛呂山後援会から
の多大なご援助を頂戴していることも申し添
えたい。
　ところで，同窓会では近日中にホームペー
ジを立ち上げる予定である。同窓会の基本的
な情報を発信するだけではなく，まずひとつ
の試みとして同窓生のドクターズマップを掲
載したいと考えている。現在の厳しい医療環
境を考え，病・診連携，あるいは診・診連携
を積極的に活用することは，我々にとって不
可欠なことであるという認識から，まず埼玉
県内の同窓生の「どなたが」，「どのような
専門分野で」，「どこの診療施設で」活躍され
ているかを把握し，お互いに患者様の紹介を
するなど，同窓生相互の協力体制を強化する
ことを目的としている。ただし，本年 4月
から制定された個人情報保護法に則り（6月
の総会に於いて会則の変更も討議する予定），
会員のプライバシーの保護を十分に考慮し
なければならないと考えている。もし，今回
の試みが軌道にのれば，このマップを他の地
域に広げて行きたいと思う。少しでも同窓生
の皆さまのお役に立てるように今後もホーム
ページの充実を図りたいと考えている。
　さらに，個人情報保護の観点から現在最も
危惧していることは，同窓会の会員名簿の取
り扱いである。我々だけではなく，様々な組
織における名簿の取り扱いが問題になってい
る。名簿は時として必要なものであるが，個
人情報の保護を突き詰めるならば従来通りの
名簿の作成は困難となる。また，最近ではプ
ライバシー保護に重点をおいたスタンスを取
らざる得なくなっている。本年度は名簿の改
訂の年度であるが，それを延期して会員の皆
さまの十分なコンセンサスを得てから新たな



会員名簿の作成に取りかかりたいと考えてい
る。同窓会の本部から名簿に関して改めてご
連絡申し上げることになると思うが，会員の
皆さまからの忌憚のないご意見を是非お寄せ
頂きたい。
　例年のことであるが，この 8月には学生
の東医体（東日本医科学生総合体育大会）が
開催される。同窓生の皆さまの中には東医
体についての多くの思い出をお持ちの方も
いらっしゃると思う。今年の第 48 回東医体
の主管校は埼玉医大，群大，順天，日大の 4
校であり，その中で埼玉医大が代表主管校と
なっている。代表主管校は 36 年に 1度しか
巡ってこないことから，大学にとってもビッ
クイベントと言える。現在同窓会としても
「学生援助金」を支出するなど，学生に対し
て物心両面のサポートを行っている。東医体
の主管は学生にとっても大変貴重な体験であ
り，特に本学の主管競技であるゴルフ，水泳，
バスケットボール，アイスホッケーのOG・
OBにおかれましては，後輩に対するご支援
をお願い申し上げます。
　先日，4月 29 日のみどりの日に毛呂山後
援会が主催される国試合格祝賀会（今年は祝
賀・壮行会という名称で行われた）が皇居前
のパレスホテルで盛大に挙行された。今年の
合格発表の日程は例年より早い 3月 30 日で
あり，研修開始が 4月 1 日からという強行
スケジュールであった。例年であれば 4月
20 日頃に合格発表があり 5月から研修を開
始するという多少のゆとりがあったが，今年
からその日程が大幅に改訂された。そのよう
な影響なのか，祝賀会への卒業生の出席者数
が例年と比較してやや少な目ではあったが，
今年も国試の成績が良好であったことから祝
賀会は大変に盛会であった。既に研修医とし
て第一歩を踏み出した卒業生の何人かと話を
したが，希望に燃えて溌剌としており，彼ら
が大変頼もしく見えた。
　今年も同窓生のご子弟が 2名卒業され，国
家試験にも目出度く合格された。既に昨年ま
でに 2名の方が医師として活躍されており，
これで同窓生のご子弟の 4名が医師として

母校から巣立ったことになる。現在，22 名
の同窓生のご子弟が大学に在籍されており，
従って今後続々と同窓生の二世が誕生するこ
とになる。
　埼玉医大では 2006 年には日高キャンパス
に保健医療学部が開設される予定である。同
窓会の丸木清之副会長（大学常務理事）が開
設の準備でご尽力されている。また，皆さま
に多大なご支援を仰いだ 30 周年記念講堂も
来年には建設されることになっている。さら
に 2007 年には同場所に 600 床の国際医療
センター（がんセンター，心臓病センター，
救命救急センター）も開設される予定である。
このような大学の拡充に向けての活発な動き
に対しても同窓会として可能な限りのサポー
トをして行きたい。（右ページの概要図をご
参照下さい。）
　医局の若い先生からは同窓会に入っていて
も自分にとって何にもメリットがないので，
つい会費の納入も滞りがちであるとよく言わ
れてしまう。同窓会の在り方や存在意義が常
に問われているわけであるが，そのようなご
意見に報いるべく，同窓生相互の親睦や福利
を目的とした同窓会活動を今まで以上に積極
的に展開して同窓会の存在意義を皆さまにア
ピールするように努力したいと考えている。
一方，前述したように同窓会の役割（義務）
として「後輩の学生ための同窓会」，「母校の
埼玉医大のための同窓会」という側面もあり
ますので，同窓生各自がこのような点につき
ましても改めて十分にご認識頂き，今後も引
き続き同窓会活動へのご理解と積極的なご支
援を頂戴したい。
　以上，最近の大学の動向や同窓会の活動に
ついてご紹介させて頂いた。最後になります
が同窓生ならびにご家族の皆々様のご健康と
ご活躍を心よりお祈りし，巻頭の言葉とさせ
て頂きます。





   

   

＊ 事務局職員や同窓生を名乗り、皆様の住所を調査するために、皆様の

勤務先やご実家などへ電話をする業者があるようです。事務局では電

話で皆様のご住所を確認することは一切いたしておりませんのでご注意

下さい。

（例．研修 1～2年目の同窓生のところに、「埼玉医大○期生で○○病院

の××ですが、卒業生名簿を作成するので、住所等を教えて下さい。」

または「会員調査のはがきがまだ未提出になっているので・・・」と

言って携帯電話の番号まで尋ねる電話があった。）

不審に思われましたら、即答せずに「改めて連絡します。」と答えて

同窓会事務局にお問い合わせ下さい。

＊ 最近、同窓生の自宅に「人事新報社」から「埼玉医大同窓医人名鑑」へ

の掲載勧誘のはがきが送られているようですが、埼玉医大同窓会とは

一切関係がありません。

はがきの返送先が埼玉医科大学同窓会 350-0495 入間郡毛呂山町毛呂

本郷 38であることをご確認下さい。

＊ 同窓会事務局では、皆様にご提供頂いている個人情報の管理につきま

しては、細心の注意を払っておりますが、会員名簿を利用したと思わ

れる、悪質なセールスや各種の勧誘等を目的とした迷惑電話やメール

についてのお問い合わせを頂いております。皆様には、会員名簿の取

り扱いにつきましては、十分ご配慮頂き、会員以外への譲渡や貸与等

ご遠慮頂く様お願いいたします。



訃　　報

　
　 ▼ 　名誉学長
　　　石田正統先生逝去される

　本学名誉学長の石田正統先生が、2月 10
日に逝去されました。享年 88歳でした。
　ここに謹んでご冥福をお祈り申し上げます。

お　知　ら　せ

第７回埼玉医科大学・入間地区医師会

産業医研修会開催のお知らせ

平成 17年９月 18 日（日）・19日（祭）

の両日におきまして，産業医研修会
（基礎；後期 10単位・実地４単位及び
 生涯；更新２単位・実地４単位・専門８  
 単位）を開催いたします。
＊みなさまのご参加をお待ちいたします。

問合せ先

埼玉医科大学産業医研修会事務局
Tel：049-276-1734
問合せ時間：月～金
午後９時～ 12時（土・日祭日を除く）




